
さん

№ 66
平成30年2月
№ 66
平成30年2月

認定農業者とご家族を
紹介します

（認定）（認定）

（認定）（認定）

（認定）（認定）

宇野さんは主に小松菜
を栽培しています。

渡邊さんは主に水稲、
大根、白菜などを
栽培しています。

海老原さんは家族で
養鶏業を営んでいます。

もくじ
１　認定農業者の紹介　　　　　　　５　埼玉型ほ場整備、収入保険、農地の賃借料情報
２　意見書を市長に提出しました　　６　農地中間管理事業、農地利用最適化推進委員の活動
３　県外視察研修を実施しました　　７　平成30年ＪＡさいかつ管内標準的農作業料金
４　農業まつり　　　　　　　　　　８　農地に関する権利移動、ＧＡＰ、人・農地プラン、編集後記

宇野誠一さん、松江さん宇野誠一さん、松江さん

海老原茂さん、和子さん海老原茂さん、和子さん

認定農業者とご家族を
紹介します

渡邊壽雄さん、三代子さん渡邊壽雄さん、三代子さん
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農
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
29
年
産
を
も
っ

て
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
ほ
か
、
先
の
通
常
国
会
に
お
い

て
は
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法

を
は
じ
め
と
す
る
農
業
改
革
８
法

全
て
が
成
立
し
、
今
後
は
農
業
競

争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

改
革
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
改
正

農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
従
来
の

農
地
の
権
利
移
動
に
関
す
る
審
議

に
加
え
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
、遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、解
消
、

新
規
就
農
者
の
参
入
の
促
進
な
ど

が
必
須
業
務
と
な
り
、
農
業
委
員

会
の
責
任
と
役
割
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
、
後
継
者
の
不
足
、
遊

休
農
地
の
増
加
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
農
地
等
の
利
用
最

適
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平

成
30
年
度
の
農
業
施
策
に
あ
た
り
、

農
業
者
の
声
が
反
映
さ
れ
た
幅
広

い
農
業
施
策
の
推
進
が
、
魅
力
あ

る
農
業
の
振
興
、
農
地
等
の
利
用

最
適
化
の
推
進
に
効
果
的
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
本
会
の
要
望

事
項
等
に
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
り

た
く
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
38
条
の
規
定
に
よ
り
農
地

等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関

す
る
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

記

１　
 

農
地
利
用
最
適
化
施
策
に
つ

い
て

⑴�
地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積

①�

農
地
中
間
管
理
事
業
の
積
極
的

な
活
用
、
農
地
の
集
積
化
・
集

約
化
の
推
進

②��

担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者
や

認
定
新
規
就
農
者
へ
の
施
策
の

重
点
化

③�

埼
玉
型
ほ
場
整
備
に
よ
る
農
業

基
盤
整
備
の
推
進

④��「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
積
極
的

な
推
進

⑤��

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
、
農

地
台
帳
整
備
の
た
め
の
体
制
整

備
や
財
政
的
支
援

⑵�

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

①�

発
生
防
止
と
解
消
の
推
進
及
び

有
効
活
用

⑶�

新
規
就
農
者
の
参
入
の
促
進
に

つ
い
て

①�

新
規
就
農
者
へ
の
補
助
制
度
の

充
実

②�

新
規
就
農
者
の
状
況
把
握
及
び

農
業
委
員
会
と
の
情
報
の
共
有

化
③�

後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
営
農

定
着
の
支
援

２　

農
業
施
策
に
つ
い
て

⑴�

中
核
的
担
い
手
農
家
の
確
保
・

育
成
及
び
農
業
団
体
の
育
成
に

つ
い
て

①�

認
定
農
業
者
に
対
す
る
補
助
制

度
の
充
実

②
法
人
化
へ
の
支
援

③
集
落
等
の
営
農
組
織
の
育
成

④
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
へ
の
支
援

⑤�

地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化

⑥�

研
修
生
や
就
農
希
望
者
へ
の
受

け
入
れ
紹
介

⑵�

多
種
多
様
な
生
産
及
び
加
工
、

流
通
の
展
開
と
農
産
物
の
高
付

加
価
値
化
に
つ
い
て

①�
吉
川
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
る
販
路
の
拡

大
②�

市
内
農
産
物
を
利
用
し
た
６
次

産
業
化
へ
の
支
援

③�

農
業
の
拠
点
づ
く
り
や
イ
ベ
ン

ト
等
に
よ
る
生
産
者
と
消
費
者

と
の
交
流
事
業
の
活
性
化

④��

食
育
事
業
と
の
連
携
と
地
産
地

消
の
推
進
に
よ
る
消
費
拡
大

⑶�

そ
の
他

①�

無
断
転
用
や
産
業
廃
棄
物
を
含

む
違
反
転
用
の
防
止

②�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活

用
し
た
地
域
共
同
活
動
の
支
援

③�

国
、
県
等
の
補
助
制
度
を
活
用

し
た
農
業
用
排
水
路
の
整
備

④�

収
入
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
連
携

及
び
生
産
者
へ
の
情
報
提
供

⑤�

農
業
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

た
め
、「
吉
川
の
農
業
の
見
え
る

化
」の
推
進

⑥�

農
業
委
員
会
の
役
割
拡
充
に
伴

い
、
事
務
局
の
体
制
整
備
と
財

政
的
支
援

　

上
記
施
策
の
推
進
及
び
予
算
措

置
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
11
月
27
日

　

吉
川
市
長　

中
原　

恵
人　

様

　

吉
川
市
農
業
委
員
会
会
長　

永
瀬�

隆
弘

永瀬会長・中原市長・立原会長職務代理

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た

農業者年金に加入しませんか
・保険料は自由に決められます。
・80歳まで保証の終身年金です。
・税制上の優遇措置があります。
・農業者の担い手には保険料の助成があります。
・農業者のみ加入できます

申込・問い合わせ　農業委員会事務局
☎ ９８２・９４９４

農地の貸し借りが
安心してできます

農業経営基盤強化促進法に基づく利用権の設
定の場合、契約期間が過ぎると必ず貸主に農
地が返還されます。返還の手続は必要ありま
せん。

問い合わせ　農政課農政係
☎ ９８２・９４８２
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農
業
委
員
の
県
外
視
察
研
修
を
平
成

29
年
11
月
8
日
か
ら
9
日
ま
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

1
日
目
の
午
前
中
は
、
千
葉
県
香
取

市
の
農
事
組
合
法
人
和
郷
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。
和
郷
園
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
先
進
的
な
農
業
経

営
と
６
次
産
業
化
で
注
目
を
集
め
て
お

り
ま
す
。
初
め
に
T
H
E�

F
A
R
M
コ

テ
ー
ジ
研
修
棟
で
理
事
の
佐
藤
正
史
氏

か
ら
和
郷
園
設
立
の
経
緯
や
組
織
お
よ

び
事
業
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、
冷

凍
野
菜
工
場
で
冷
凍
加
工
シ
ス
テ
ム
を

見
学
し
、
そ
の
後
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
見
学

し
ま
し
た
。
T
H
E�

F
A
R
M
は
、
貸

農
園
・
カ
フ
ェ
コ
テ
ー
ジ
・
温
泉
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
複

合
農
園
リ
ゾ
ー
ト
で
、
僅
か
数
㎡
の
農

地
を
数
万
円
／
年
で
貸
す
極
め
て
付
加

価
値
の
高
い
貸
農
園
の
仕
組
み
と
和
郷

園
フ
ァ
ン
を
増
や
す
仕
掛
け
に
は
驚
く

ば
か
り
で
し
た
。

　

１
日
目
の
午
後
は
な
め
が
た
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
見
学
し
ま
し

た
。
な
め
が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
は
、
平
成
25
年
に
少
子
化
で
廃

校
に
な
っ
た
小
学
校
を
利
用
し
企
業
と

行
政
が
協
働
で
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
体
験
型
農
業
テ
ー
マ
パ
ー

ク
で
す
。

　

企
業
活
動
は
利
益
追
従
に
走
り
が
ち

で
す
が
こ
の
事
業
は
ま
さ
に
地
域
興

し
・
ま
ち
興
し
と
し
て
の
役
割
を
見
事

に
果
た
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
こ
で
働

い
て
い
る
従
業
員
の
多
く
は
地
元
の

方
々
で
生
き
生
き
と
誇
り
を
持
っ
て
働

い
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
廃
校

の
施
設
も
見
事
に
再
利
用
さ
れ
ま
さ
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
で
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
中
は
、
平
成
28
年
8

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
道
の
駅

「
ひ
た
ち
お
お
た
」を
見
学
し
ま
し
た
。

な
ん
と
敷
地
面
積
は
２
・
２
ha
で
建
物

延
べ
床
面
積
は
１
、８
２
２
㎡
の
巨
大

な
道
の
駅
で
宛
ら
高
速
道
路
の
大
型

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
よ
う
で
し
た
。

　

２
日
目
の
午
後
は
、
茨
城
県
桜
川
市

の
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
荒

廃
農
地
の
判
断
基
準
を
統
一
、
現
地
研

修
会
を
実
施
、
さ
ら
に
は
農
地
中
間
管

理
事
業
の
説
明
会
を
自
ら
企
画
開
催
す

る
な
ど
農
地
利
用
最
適
化
の
取
り
組
み

が
大
々
的
に
全
国
農
業
新
聞（
平
成
29

年
３
月
31
日
）に
取
り
上
げ
ら
れ
た
程

の
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
お
話

を
具
体
的
に
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
泊
二
日
の
限
ら
れ
た
時
間

の
視
察
で
は
あ
り
ま
し
た
が
極
め
て
内

容
の
濃
い
視
察
が
で
き
、
今
回
の
研
修

で
得
ら
れ
た
知
見
を
今
後
の
活
動
に
役

立
て
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
県
外
視
察
研
修
を
実
施

もみ殻焼きなどにご配慮ください

　野焼き（野外焼却）は廃棄物の処理及び清掃に関する法律で禁止されています。例外として、農
業を営むためにやむを得ないものとして行う焼却は認められていますが、周辺環境に影響を及ぼす
場合には禁止されます。
　周辺に住んでいる方のことも考え、もみ殻や稲わらなどは、できる限り農地にすき込むなどして
還元しましょう。
　やむを得ず、もみ殻などを焼却する場合は、次のことに注意してください。
◆夜間の焼却は危険を伴うため、日没後は行わないようにしましょう
◆煙や臭いが住宅地へ広がらないよう、風向きに注意しましょう
◆強風や乾燥しているときなど、火が広がる恐れがあるときは行わないようにしましょう

全国農業新聞を
購読しませんか
農業に関する専門新聞です

１カ月700円
（毎週金曜日発行）

申込
農業委員会事務局

☎ ９８２・９４９４
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平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

お
あ
し
す
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

　

時
折
小
雨
が
降
る
中
、
丹
精
込
め
て

作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
朝
早

く
か
ら
ホ
ー
ル
に
運
び
込
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
10
月
下
旬
の
台
風
21
号
の
影

響
に
よ
り
、
74
品
目
、
２
８
１
点
と
例

年
に
比
べ
て
出
品
数
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
厳
し
い
気
候
条
件
を
乗
り
切
っ

た
高
品
質
の
農
産
物
が
ホ
ー
ル
を
彩
り

ま
し
た
。　

　

農
産
物
は
品
目
ご
と
に
並
べ
ら
れ
、

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
さ
い

か
つ
農
協
の
各
審
査
員
が
じ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
審
査
を
行
い
、
特
に
優

れ
た
農
産
物
に
は
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

翌
日
、
19
日（
日
）の
市
民
ま
つ
り
は
、

お
あ
し
す
及
び
永
田
公
園
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

農
業
ま
つ
り
部

門
は
、
農
業
関
係

団
体
に
よ
る
農
産

物
の
販
売
や
P
R

活
動
が
行
わ
れ
、
行

列
が
で
き
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。

第
22
回
吉
川
市
民
ま
つ
り

特
別
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

品
評
会
の
部

埼
玉
県
知
事
賞

�

ね
ぎ�

山
﨑
一
二
三

�

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー�

山
﨑　

文
子

�

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

永
瀬　

隆
弘

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　

ね
ぎ�

渡
邉　

慎
也

�

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

上
原　

は
つ

農
業
委
員
会
埼
葛
地
方
協
議
会
会
長
賞

�

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー�

鈴
木　

隆
夫

　

小
松
菜�

永
瀬
千
代
子　

�
�

パ
ン
ジ
ー�

西
山　

幸
男

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

埼
玉
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞

　

大
根�

柏　

耕
作

マ
ル
セ
ン
フ
ー
ズ
㈱
社
長
賞

　

キ
ャ
ベ
ツ�

熊
沢　

武
夫

埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

永
瀬　

俊
彦

㈱
埼
玉
県
東
部
流
通
セ
ン
タ
ー
社
長
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー�

笹
本　

光
子

吉
川
市
長
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー�

鈴
木　

勝
栄

　

し
め
縄�

石
川　

昌
良

　

胡
蝶
蘭�

永
井　

敬
二

吉
川
市
議
会
議
長
賞

　

春
菊�

川
上　

幾
世

　

葉
牡
丹（
ち
り
め
ん
）�

石
塚　

利
一

吉
川
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

白
菜�

外
山　

洋
平

　

小
松
菜�

豊
田　

洋
一

農
業
ま
つ
り

市民まつりに参加した農業関係団体

名　　　称 内　　　　容

とれたて野菜応援隊（JAさいかつ）「吉川のしずく」の試食とお米の販売

JAクラブ・JAさいかつ吉川園芸部 とりたて農畜産物の販売

吉川産米販売促進協議会 「吉川のしずく」の米つかみ

有限会社リバティハウス 新鮮野菜と野菜ゼリーの販売

吉川市４Ｈクラブ 豚汁の販売

吉川市農業青年会議所 つきたてもちの販売

吉川市市民農園管理組合 吉川産新鮮野菜の販売

吉川市農業委員会 花の種の無料配布、農業委員会のPR活動

さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　

春
菊�

奥
村　

武
央

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

浅
見　

明
一

㈲
中
井
農
産
セ
ン
タ
ー
賞

　

鶏
卵�

岡
田　

了

　

玄
米（
峰
の
雪
も
ち
）�

立
原
八
重
子

（農）
吉
川
受
託
協
会
賞

　

大
根�

戸
張　

力

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

岡
田　

了

（農）
吉
川
糧
農
賞

　

白
菜�

岡
田　

フ
ミ

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

上
原　

広
久

立
原
農
産
賞

　

小
松
菜�

宇
野　

教
子

　

玄
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）�

山
田　

繁
夫

立
原
農
産
賞（
農
業
青
年
部
門
）

　

キ
ャ
ベ
ツ�

鈴
木　

翔
吾

�

玄
米（
彩
の
か
が
や
き
）�岡
野　

誠

立
毛
共
進
会
の
部

○
ね　

ぎ

埼
玉
県
知
事
賞�

飯
箸　

充
久

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

�
�

林　

成
夫

吉
川
市
長
賞�

山
﨑　

幸
男

○
水　

稲

埼
玉
県
知
事
賞�

戸
張　

綠
郎

春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

�
�

飯
箸　

充
久

吉
川
市
長
賞�

互
井　

幸
雄

農
産
物
品
評
会

市
民
ま
つ
り
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農地の賃借料情報
　農業委員会では、農地法及び農業経営基盤強化促進法により賃借権が設定された実勢の賃借料を集計してお
ります。農地の賃借料を決定する際の判断材料の一つとしてご活用ください。
　平成29年１月から12月までに締結（公告）された賃借料における賃借料水準（10a当たり／年）は以下のとおり
です。

区分 平均額 最高額 最低額 データ数 参考

水田 6,060円 12,700円 　　０円 329件
・物納（玄米30㎏）：286件（87%）
・物納（玄米60㎏）：14件（４%）
・現金（5,000円）：４件（１%）、無償25件（８％）

畑 8,571円 10,000円 　　０円 ７件 ・物納：なし
・現金：６件（10,000円）、無償１件

※賃借料を物納で設定されている場合は、さいかつ農協の買取価格で金額に換算しています。
　玄米60kg＝12,700円（JA米コシヒカリ１等：29年産取引の概算金）
※データ数は集計に用いた筆数です。

　市内で農機具の盗難が発生しておりますので充分
にお気を付けください。
　※農機具の管理には以下に留意してください。

・使用しない時はエンジンキーを抜く
・放置しない
・車庫、倉庫の施錠をする
・�不審者を見かけたら声をかける（自分の安全を確保
してから）
・盗難防止器具を利用する

　認定農業者とは、「５年後の自らの経営目標」を設定
し、市がその経営改善計画を認定した方です。
認定農業者になると
・「認定農業者支援対策事業補助金」などの支援を受
けることができます。

・農業者年金に加入すると国から補助が受けられる
ことがあります。

・スーパーL資金などの低利資金の融資を受けられる
ことがあります。

※認定農業者の数：92人（平成29年12月末現在）

問い合わせ　農政課農政係
　　　　　　     ☎ 982・9482

　埼玉型ほ場整備とは、県営による簡易なほ場整備
のことで、地域の農地を耕作しやすく、かつ、賃借
もスムーズな大区画農地に変身させるものです。埼
玉型ほ場整備には、次のような特徴があります。①
既設の狭い道路を広げたり、畦畔を撤去してほ場の
区画拡大をするため、低コストかつ迅速な整備が可
能です。②換地は行わず、賃借により農地の利用集
積を行うので、所有地の位置や登記は変わりません。
③農地の利用集積は、農地中間管理機構が行います。
　整備実現には、地域の話し合いやまとまりが重要
となります。事業希望や詳細などに関するお問い合
わせは下記までお願いします。

問い合わせ　農政課農業土木係
　　　　     ☎ 982・9483

　収入保険では、米、野菜、果樹、
花など農産物ならどんな品目でも
対象になり、自然災害だけでなく、
価格低下や怪我や病気なども補償
の対象です。

　収入保険に
加入するには
所得税の青色申告が必須で１年
以上の実績が必要です。加入条
件や保険料などのお問い合わせ
は埼玉県農業共済組合までお願
いいたします。

問い合わせ
埼玉県農業共済組合越谷支所

☎ 048・965・7251

農機具の盗難に注意！

認定農業者になりませんか

埼玉型ほ場整備事業について 収入保険が平成31年から
はじまります！
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　農業委員会では６名の農地利用最適
化推進委員を中心に、担い手への農地
集積や遊休農地の発生防止・解消、新
規参入の促進などを進めております。
　農地に関する困りごとについて、農
業委員と連携して解決に取り組んでま
いりますので、ご相談ください。

問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　☎ 982・9494

農業者との意見交換会
　平成30年１月25日に「農業者と農業委員、農地利用最適
化推進委員との意見交換会」を開催しました。農地中間管
理事業の活用、農地の利用集積・集約についての情報を共
有するとともに、農地中間管理機構の職員を交え、活発な
意見交換が行われました。

委員氏名 担当地区

齊藤　忠男
山﨑　貞雄
林　　成夫
笹本　秀夫

戸張　　茂
中村　敏一

上内川、下内川、八子新田、鍋小路
川藤、南広島、拾壱軒
三輪野江、土場、飯島、半割、加藤、吉屋、鹿見塚
平方新田、中井、会野谷、深井新田、小松川、皿沼、中島、
二ツ沼、関新田、上笹塚
須賀、川野、川富、関、吉川、平沼、栄町、保、木売
中野、木売新田、富新田、高富、高久、中曽根、道庭、
美南

農地利用最適化推進委員の活動について

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
農

地
を
貸
し
た
い「
出
し
手
」か
ら

埼
玉
県
農
地
中
間
管
理
機
構（
公

益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社
）

が
農
地
を
借
り
受
け
、
ま
と
ま
っ

た
農
地
で
経
営
し
た
い「
受
け
手

農
家
」へ
貸
し
出
す（
転
貸
す
る
）

仕
組
み
で
、
平
成
26
年
度
か
ら

全
国
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
川
市
で
は
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
中
心
と
な
り
、
市
、

さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合
、
春

日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
て
こ
の
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地

を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
し

手
、
受
け
手
双
方
に
と
っ
て
安

心
で
安
定
し
た
賃
借
と
な
り
、

契
約
手
続
き
も
簡
単
に
行
え
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
分
散
し
た
農
地
の

集
約
化
が
可
能
と
な
り
作
業
効

率
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
代
に
つ
い
て
は
、

受
け
手
は
機
構
に
ま
と
め
て
支

払
い
、
機
構
が
出
し
手
へ
個
別

に
支
払
う
こ
と
で
煩
雑
な
賃
料

支
払
等
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。（
受
け
手
が
個
別
に
出
し
手

に
支
払
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま

す
）

　

そ
の
他
、
出
し
手
に
と
っ
て

は
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し

出
す
こ
と
に
よ
り
、
経
営
移
譲

年
金
を
引
き
続
き
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。（
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

　

農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た

い
と
考
え
て
い
る
方
、
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方
は
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
川
市
農
政
課
農
政
係

☎ 

９
８
２
・
９
４
８
２

埼
玉
県
農
林
公
社

農
地
担
い
手
支
援
部

☎ 

０
４
８
・
５
５
８
・
３
５
５
５

地
域
の
担
い
手
と
農
地
の

問
題
解
決
に
向
け

農
地
中
間
管
理
事
業
を

進
め
て
い
ま
す

 
 

 

 
 
● 貸し付けるまでの間は、農地を適正に管理 
 します。 
●必要に応じ、簡易な条件整備も行います。 
※借り入れる農地には一定の要件があります。  
 詳しくは機構のＨＰをご覧下さい。 

貸付 出出しし手手 転貸 

 
 
 

受受けけ手手 

・規模拡大 
・新規参入 

公募 

公的な機関だから安心です。 

 

まとまりの 
ある形で 

埼玉県農林公社 検索 お問い合わせ先 
〒361-0013　行田市大字真名板1975番1
☎ 048-558-3555 FAX 048-558-3558
E-mail nouchi@sainourin.or.jp

埼玉県農地中間管理機構
（公益社団法人埼玉県農林公社）

農地中間管理機構
 （埼玉県農林公社）

農地中間管理事業を活用しませんか？

・規模縮小
・経営転換
・農地相続
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平成30年   ＪＡさいかつ管内標準的農作業料金
単位:10ａ・円

作業の種類 作業料金 摘　　要

水田耕起・
代かき

一番耕起（ロータリー） 6,200�
二番耕起（ロータリー） 5,200�
三番耕起（ロータリー） 4,600�
代かき（3回耕起済） 8,200�
代かき（2回耕起済） 9,300�
代かき（1回耕起済） 11,900�
代かき（未耕起） 18,600�

畑耕起
ロータリー耕起 10,300�

ハウス内については、10％増
深耕ロータリー耕起 29,900�
プラソイラー（10ａ） 6,200�

育苗・田植

種子温湯消毒（ｋｇ当り） 100� 4kg1袋・持込引取本人
育苗（10ａ・18箱） 19,600� 種子代別料金（実費）・当事者間協議
育苗（1箱） 1,140�
田植 9,300�

管　理

施肥（元肥） 2,100� 40kg以内・20㎏ごとに200円増
施肥（追肥） 1,900� 1回当り料金
施肥（珪カル） 2,100� 100kg以内・20kg増すごとに200円
防除（粒・粉・液1回分） 1,900� 1回当り料金
畦畔雑草刈り（1回分） 2,100� 周囲全刈・但しカヤ・ヨシは20％増
畦畔つけ（1ｍ当） 62� 片側つけ（動力）
草刈り（1㎡当） 42� 草丈50cm未満・但し50cm以上は50％増
中間管理手作業 2,100� 時間当たり
箱施用防除 1,050� 農薬は、委託者持ち
除草剤（畦畔・本田・1回） 1,650� 農薬は、委託者持ち
再生稲刈り 5,200�

機械による掘ざらい・仕上げ作業
210/ｍ 用水、排水兼用の場合
110/ｍ 用水または、排水どちらかの場合

収穫調整

刈取脱穀 21,700�
農地が管外の場合、別途2,000円加算
収穫後の籾、玄米運搬料は各々2,000円加算刈取脱穀（コシヒカリ・もち米） 22,700�

刈取脱穀（倒伏一方刈） 31,000�
乾燥調整 20,600�

乾燥もみすり調整
乾燥調整（コシヒカリ） 21,700�

一貫作業

育苗と田植 27,300� 種子代別料金（実費）
収穫・乾燥（うるち） 41,200�

倒伏の場合は、その状況により10％以上徴収する
収穫・乾燥（コシヒカリ） 43,300�
収穫・乾燥（もち） 45,400� 倒状の場合は、その状況により20％以上徴収する
収穫・乾燥（麦） 30,900�
小麦の播種 6,200�

畑作麦作業
播種までの一貫作業 12,900� 施肥・種子代別
コンバイン刈取り 17,500�
乾燥・調整 13,400�

管理 休耕田・畑維持管理 実費 上記の料金に準じ、作業内容により当事者間協議する。

備考� 1.　�この料金は標準的な目安として定めた事項であり、特別に措置を要する事項が発生したときは、当事者間協議
の上で決める。� �

　　　2.　利用料金は、消費税は内税とする。��
　　　3.　耕起・整地・田植・収穫・調整・作業の5ａ未満は5ａ料金とする。� �
　　　4.　未整理地区及び作業困難な場所の作業料金は上記料金の10％以上徴収する。� �
　　　5.　調整・刈取脱穀・調整米麦の配達運賃は別料金とする。� �
　　　6.　悪条件(荒地・ブル跡地等)の場合は、倍額を限度とし当事者間で協議する。� �
　　　7.　稲わら結束する場合は、別途3,100円加算。��
　　　8.　持込による色彩選別機、利用料金は１袋（30Kg）300円とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　9.　この作業料金は、平成30年1月1日より適用とする。
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　吉川市は、平成29年10月28日（土）、29日（日）の２日間、吉
川産特別栽培米コシヒカリ「吉川のしずく」とＪＡさいかつ
農産物直売所「フレッシュファーム」のさらなるPRを図るた
め、期間限定「おにぎりドライブスルー」を開催しました。��
　「吉川のしずく」で作った特製ねぎ味噌おにぎり、昨年商
品化された「なまずコーラ」や吉川グルメコンテストでグ
ランプリに輝いた「大人のネギ焼き」も販売。フレッシュ
ファーム南西の二郷半領用水路沿いの路上での初めての試
みに加え、両日とも天候に
恵まれず売れ行きが心配さ
れましたが、大好評のうち
に用意していた商品は全て
完売となりました。

編編
集集

後後

記記

編集　農委だより編集委員会発行 発行責任者　農業委員会会長　永瀬隆弘
平成30年2月
吉川市農業委員会　TEL 048-982-9494（直通）

　

昨
年
の
十
月
に
は
二
個
の
台
風
が
接
近

し
畑
作
そ
し
て
収
穫
期
の
水
稲
に
も
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
吉
川
市
の
農
地
千
三
百
ha
、
農
家

数
七
百
八
十
戸
、
農
業
従
事
者
八
百
人
、

四
十
歳
未
満
の
農
業
従
事
者
三
十
五
人
、

こ
の
状
況
の
な
か
五
年
後
の
農
地
は
ど
う

な
る
の
か
、
皆
様
に
は
ご
判
断
い
た
だ
け

る
事
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
事
か
ら
も
現
在
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
、
遊

休
農
地
（
百
二
十
筆
）
の
解
消
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
な

ど
を
通
じ
て
将
来
も
健
全
な
農
地
で
あ
り
、

そ
し
て
農
業
者
が
安
心
し
て
農
業
経
営
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
愛
読
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
意
見
・
地
域
の
農
業
に
関

す
る
話
題
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。��

（
立
原
）

編
集
委
員
長 

立
原
　
司
朗

編
集
委
員 

山
口
　
新
市

 

鈴
木
　
正
敏

 

辻
田
　
　
満

 

岡
田
　
早
苗

 

山
﨑
　
和
年

 

熊
沢
千
代
子

 

齊
藤
　
忠
男

 

戸
張
　
　
茂

 

永
瀬
　
隆
弘

事　項 罰　則

①違反転用 3年以下の懲役

300万円以下の罰金

※法人は1億円
おに用転反違 ②

ける現状回復
命令違反

違反転用に対する罰則が
あります

許可なく転用してしまうと…

●違反転用に対する処分・罰則があります。
●県知事などによる行政代執行があります。

農
地
に
関
す
る
権
利
移
動
に
つ
い
て
は
、

許
可
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

G ood
A gricultural 
P ractice
　GAPとは、「Good�Agr icu l tura l�
Practice」の略であり、直訳すると「良
い農業のやり方」となります。
　農業に関する法律や規則、モラルを
守る取り組みにより、食品安全、労働安
全、環境保全それぞれに配慮した農業
経営をすることを意味します。
　GAPに取り組み、より良い農業生産
を実現しましょう。

人・農地プラン
　人・農地プランは、農業従事者の高齢
化や後継者不足、耕作放棄地の発生な
どの「人と農地」に関する問題を解決す
るため、今後の地域の担い手の位置付
けや農地の集積などを推進するもので
す。
　吉川市では旭地区・三輪野江地区・吉
川地区の３地区の人・農地プランを策
定しています。地域で新たに担い手農
家として位置付けを希望される方や今
後営農の継続が難しくなりそうな方が
いらっしゃいましたら、下記の問い合
わせ先までお知らせください。

問い合わせ
農政課農政係

☎ 982・9482

おにぎりドライブスルーを開催


